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１ ．周囲の人に支えられて、起業する決意
　本日は学生さんもたくさんいらっしゃるので、将来を考
えるためのヒントになればと思ってお話しさせていただき
ます。先ほどのご講演と違って、私の人生そのもののお話
です。テーマは「やりたいことを、自分らしく」。2002年
に26歳でベトナムに来て、もう15年たちました。ほとんど
のビジネス人生をベトナムで過ごし、いろいろ勉強させて
いただき、成長した自分がいまここにいるという気持ちで
す。
　私は岐阜県瑞浪市で生まれました。窯業が盛んな田舎の
町で、どれくらい田舎かというと、私は家の前でマムシに
かまれたことがあるほどです。大学進学を志し、両親の反
対はあったものの、先生方の励ましやアドバイス、奨学金
などのおかげで早稲田大学社会科学部に入学することがで
きました。そこで学んだことが、私がいまベトナムにいる
第一歩になったと思います。
　大学卒業後、マスコミを目指して雑誌社を志望するも、
唯一受かったのがテレビ CM の制作会社でした。入社後、
やはり自分の希望とは異なるために挫折し、カメラの仕事
をしたいと思って写真の専門学校に入り直しました。そこ
で先生から言われたのは「本当に好きなことは何か、よく
考えなさい」ということ。どんなテーマで写真を撮りたい
のか考えて、心に浮かんだのがベトナムだったのです。
　そこで、ザックを背負ってベトナムを北から南まで一人
で歩き、いろいろな経験をしました。まず、着いたとたん
に空港で白タクに捕まり、予約したホテルとは違うところ
へ連れて行かれ、金額も分からないままに支払わされまし
た。
　そんなベトナムに、なぜ住もうと思ったのか。それは、
写真を撮る上で、やはり現地の人とコミュニケーションを
して、ベトナムの人々は何を考えているのか、生活する上
で何に困っているのか、どんなことに問題意識を抱えてい
るのかということを知り、それを写真で表現できないかと
考えたからです。
　そこで、ホームステイをしようと思いました。とあるベ
トナム人の一人の女の子が、「私も日本語を勉強したいか
ら、一緒に住まないか」と声をかけてくれました。私は、
彼女と一緒に生活をしたら、ベトナムの生活に何か明かり
を見つけることができるのではないかと、わらにもすがる
思いでホームステイを始めました。
　朝、一緒に起きて、朝食を一緒にとって、とにかく24時
間、ベトナム語とベトナム人の生活を経験するチャンスを
得たのです。日本にいては絶対に経験できないような日々
であり、それによってまた新たな一歩を踏み出す勇気をも
らい、ベトナムで何か見つけるチャンスをつかめるように
感じました。
　しかし、お金は次第に減っていきます。そんな時、ある
旅行会社に勤務するチャンスをいただきました。そこで発
行している「SKETCH」という日本人向けフリーペーパー
の編集の仕事です。雑誌の仕事をしたいとずっと思ってい
たので、ここでまた大きなチャンスをつかむことができま
した。
　「SKETCH」の編集部には、10年間お世話になりました
が、いろいろなハプニングがありました。一つは、自分が
やりたくて始めた仕事のはずなのに、スタッフが増えると
マネジャーとしてスタッフの管理をする立場になり、とて
も悩んだことです。
　さらに、会社の組織変更による仕事の仕方や考え方の違
いで、編集部を去らなければならなくなりました。しか
し、私にはやりたいこと、やるべきことがあるので、その
思いを何とか形にできないかと周囲の人に相談した結果、
ベトナム人のスタッフやいろいろな方々に支えられて起業
する決意をしたのです。
　具体的には、その旅行会社の上司から出資していただき
ました。さらに、かつてホームステイをした友人が一緒に
会社を始めようということで、ベトナム人である彼女と共
同経営という形で現在のモア・プロダクションを始めまし
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た。
　モア・プロダクションは「Better Life and MORE」と
いうスローガンを掲げ、広告代理店事業や各種デザイン制
作、コーディネート事業などを展開しています。コーディ
ネート事業というのは、雑誌やガイドブック、日本のテレ
ビ CM などの取材や撮影をベトナムで行う際に、いろい
ろな手配や調整を行うものです。
　また、PR 事業として、最近も山梨県や北海道といった
自治体など、ベトナムに PR したいというお客様が増えて
おり、その PR 活動やプロモーションをお手伝いしていま
す。
　自社制作媒体としては、ベトナム航空の機内誌がありま
す。日本をベトナムに紹介する「AJ VIETNAM」という
雑誌を制作しております。
２ ．モットーは「やりたいことを、自分らしく」
　モア・プロダクションを創業して、４年半年たちまし
た。会社を作った経験もなく、５年でこれほど多くの仕事
をさせていただいているのは、ベトナムで一歩一歩経験し
たことや、ホームステイをしてベトナム人と一緒に暮らす
中で学んだことや感じたことを生かせる仕事をしたいとい
う気持ちがあったからだと思います。いろいろな人との出
会いや、本日のテーマである「自分のやりたいことを、自
分らしく」という強い思いがありました。もちろん、私一
人ではなく、ベトナム人スタッフの力も大きいと思いま
す。いま、会社は全部で15名で、さらにインターンやベト
ナム人の学生にも手伝ってもらいながら、仕事を一つずつ
着実に進めています。
　会社を作ったときに、どんな会社にしたいのだろうと考
えました。ベトナム人の生活は昔の日本のようだとよく言
われますが、本当に穏やかです。まわりのことを気にする
わけでもなく、朝、買い物に行って、その日の食事を作
り、夜には家族団らんをして、買ったものは全部なくなっ
ている。そういう日常に、私が日本やベトナムのさまざま
な情報や新しいエッセンスを提供することで、みんなの生
活が少しだけ良くなる、そんな仕事をしたいと思いまし
た。任せていただいたからにはとことんやるということ
で、これだけ幅広い仕事をさせていただいています。
　先ほど、マスコミに就職して挫折したというお話をしま
したが、実はベトナムで会社をスタートさせたことによっ
て、回り道をして私の夢がかなったことがあります。それ
は、雑誌やガイドブック、テレビなどのベトナムでのコー
ディネートです。海外のいろいろな情報が載っているよう
な雑誌やガイドブックを作りたいという夢が、この会社を
作ったことで、全然違う方向から実現しました。
３ ．やりたいことを継続できる方法を考える
　最近思うのですが、夢のかなえ方は一つではない。いろ
いろな道があって、自分がちゃんと考えていればいつかは
チャンスが巡ってくるということを非常に強く感じていま
す。「やりたいことを、自分らしく」、私はこれを貫いてい
るので、この仕事以外にも、ハノイの旧市街に「安南パー
ラー」というカフェを開きました。なぜ、全然違うことを
始めたのかと思うかもしれませんが、ベトナムの情報を日
本に、日本の情報をベトナムにと考えたとき、一方的に発
信するのではなく、互いに話し合って必要な情報をそれぞ
れが学べるような交流の場所を作りたいと思ったのです。
　ただし、お店を始めるに当たっては、資金繰りの問題を
いろいろ検討しました。モア・プロダクションを起業した
ときもそうですが、自分のやりたいこととビジネスがうま
くマッチングすることが重要です。やりたいことがあって
も、それをどうやったら継続できるかは本当に考えなけれ
ばいけません。それは、ベトナムで起業するのも日本で起
業するのも同じだと思います。
　このカフェではコーヒー１杯が約５万ドン、250円です
が、それを１日にどれくらい売ったらいいかよく検討した
ところ、50人から80人くらいのお客さんが必要ということ
になりました。しかし、ベトナムの経験からして、そんな
に人が集まるところはなく、まして地元の店の値段より高
いのであれば難しいだろうと考えて、出した答えが「ス
トーリーのあるお土産を売る」。たとえコーヒー１杯で
も、お土産を10個買っていただけたら、コーヒー10杯分、
20杯分になるのではないかという計画です。
　ガイドブックを制作していたので、ベトナムでどんなお
土産があるかとか、何が人気があるか、どうやったら雑誌
に載せてもらえるかが分かっていました。そこで、メン
バーみんなで悩んだ結果、ラスクを作ることにしたので
す。ベトナムにはこういったものはまだなく、しかも単に
ベトナムで作ったお土産というだけではありません。ベト
ナムはかつてフランスの植民地だった時代があり、いまで
もフランス文化の影響があちこちに残っています。私たち
はベトナムのフランスパンを使って、マンゴーやコー
ヒー、パクチー、シナモンといったベトナム特産のフレー
バーのラスクを作りました。ラスクは軽いので、お土産に
ピッタリです。
　次は、どうやったらお客さんを呼べるかを考えました。
かつて働いていた旅行会社のコネクションで、ある程度集
客できるかもしれない。また、ガイドブックの編集者に頼
んで掲載してもらえたら、PR になってお客さんが来てく
れるかもしれない。カフェを成功させるために、私がこれ
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まで経験してきたことや人とのつながりをどのように生か
せばいいか、だいぶ考えたものです。
　カフェをオープンして２年半になりますが、初期投資額
は全部回収しました。日本の阪急デパートからは、イベン
ト出展のお話をいただきました。ホーチミン高島屋から
は、日本人旅行者が増える期間だけ限定で出店するお話も
あり、このカフェを通してさらに多くの情報が行き交い、
また私が発する情報も厚みを増す、そんな素晴らしい場所
ができたのではないかと思います。
４ ．雑誌やイベントでアジアの文化交流
　私たちの事業でぜひご紹介したいのが、日本の情報を発
信する「AJ VIETNAM」という雑誌です。雑誌でビジュ
アルを見るだけではなく、掲載された食べ物を実際に食べ
ることができ、イベントができる。そこに海外の人や日本
の人が参加する。ウェブサイトも活用するという形で、雑
誌の枠を超えたスパイラルな形の企画運営をしています。
　元々は日本に ADVENTURE JAPAN という組織があ
り、そこが発行している雑誌をいろいろな国に展開しよう
ということで、ベトナムでは私たちが声をかけていただい
て始まりました。主にベトナム人の富裕層、新興中間層、
旅行会社などをターゲットにして、年に４回発行していま
す。
　最初から順調だったわけではなく、カフェ同様に、悩み
ながら走ってきました。JETRO や北海道の機関、山梨や
鳥取の方など、いろいろな方に興味を持っていただき、現
在のビジネスモデルを作り上げました。また、フリーペー
パーなので、広告主は配付場所を非常に気にします。ベト
ナム人の富裕層や新興中間層に手に取ってもらうには、ど
こに置いたらいいのでしょうか。まず、日本に興味がある
だろうと考えて、日本料理店に配付しています。あとは、
大使館や国際交流基金、JETRO などの公的機関。さら
に、車を購入するのは富裕層だろうと考えて、トヨタの社
長さんに、ディーラーの店頭に置いていただくようお願い
しているところです。やりたいことがあっても、誰も道を
示してくれないので、自分で方法を考えながら走っている
感じです。
　「やりたいことを、自分らしく」の一つとして、サクラ
コレクションというイベンを開催しています。これは、ベ
トナム人の若手デザイナーが日本をテーマとした服を作っ
てショーで発表し、１位になったら来日して服飾学院で研
修し、日本で発表する機会が与えられます。今年は北海道
旅行も予定しています。それに対して、２位になってもそ
ういったチャンスはないので、自分の力を出し切って１位
になり、何かをつかむという経験は本当に大切なんだと、
このイベントを通して私自身も学んでいます。
　このイベントを多くの方に見ていただこうと、ロイヤル
シティというショッピングモールやイオン、ホーチミン市
のサイゴンセンターなどでコンテストを開催し、その中で
日本を紹介するミニショーもやっています。
　また、アジアの文化交流の一環として、ベトナム人のデ
ザイナーが日本の伝統織物を使ってデザインした服を、大
阪城や関空、横浜の赤レンガ倉庫といったところで発表
し、販売につなげるというイベントも行いました。
５ ．絵本を出版してベトナムに普及させる活動
　いま、私たちの会社が一番大切にしている、絵本を出版
する「絵本プロジェクト」をご紹介します。ベトナムの子
どもたちに絵本を届けたいと考えて、まず2014年に読み聞
かせを始めましたが、2017年になって大きな転機が訪れま
した。先ほどお話があった、天皇皇后両陛下がベトナムを
訪れた際に、ベトナムの未来のために活動している人たち
ということで私たちのプロジェクトが選ばれ、美智子様と
お話をする機会をいただいたのです。
　話がそれますが、ベトナムに15年いて、こんなチャンス
が来るとは夢にも思っていませんでした。しかし、これま
でベトナムでやってきたことが認められて、こういう機会
をいただきました。ベトナムは、大きなチャンスをつかむ
ことができる不思議な力を持った国だと改めて感じまし
た。
　話を戻すと、私たちがやろうとしているプロジェクト
は、もしかするとベトナムの未来を左右するかもしれない
ような大切なことなのではないかと思いました。その大切
なことを続けていくために、まずスポンサーを募り、住友
商事、C バンク、BRG の３社からサポートをいただきま
した。
　このプロジェクトの内容は、絵本の出版と普及です。ベ
トナムの田舎に行くと図書館も学校もまともにないような
ところもあるので、まず普及をさせる。そして、将来はベ
トナム人の絵本作家の育成を目指しています。
　具体的な普及策は、絵本の寄贈や、価格を引き下げるこ
とです。ベトナム人の生活が豊かになったとはいえ、まだ
本を買えるような状況ではありません。私たちはこれまで
に９冊の絵本を出版しましたが、１冊２万5000ドン、つま
り約100円、朝食１回分くらいの値段で買えるように設定
しました。
　さらに、ベトナムでは書店が増えているものの、一般の
人が書店に行って本を買うという習慣がまだないので、日
系の大手企業に買い上げていただいています。大手メー
カーでは従業員の90％が女性というところが多く、平均年
24 AIBSジャーナル　No.11
齢は27歳くらいです。27歳というと、結婚して数年たち、
小さい子どもがいる人が多い。そこで、会社が絵本をまと
めて購入し、クリスマスやテトのプレゼント代わりに従業
員に配りませんかという提案をしています。そうやって各
家庭の子どもたちに絵本が届き、子どもたちが好きになれ
ば書店に行くこともあるでしょう。
　ベトナムでは１冊あたり3000～5000部の発行が普通です
が、私たちは価格を引き下げるために１万部発行していま
す。ベトナムの書店にも置いていただいていますが、よく
売れたといっても月に100冊程度です。しかし、大手企業
なら従業員が5000～6000人から２万人もいるので、そう
いったところから広めていこうとしています。
　絵本の寄贈のほうは、単に贈るだけではなく、スタッフ
が田舎まで行って読み聞かせの活動も行っています。
　私たちの絵本は、せっかく日本人が制作に関わっている
のだから日本のクオリティを保ちたいと考え、デザインや
色、文字のフォントなどにかなりこだわっています。原書
は日本で児童書を出版している福音館書店からご提供いた
だいていますが、いままでベトナムとやりとりした中で一
番いい出来だとお誉めいただきました。
６ ．チャンスは人が運んできてくれるもの
　このようないろいろな活動をしていますが、「やりたい
ことを、自分らしく」というコンセプトを曲げずにやって
いくためには、きちんと利益の出る企業体質にすることを
目標にしています。さらに、ベトナムで独自の地位を確立
すること。唯一無二の存在になれば、15人ほどの小さな会
社でも仕事をくださる方がいらっしゃって、いろいろなこ
とができる環境を与えていただけます。また、「more 
than more」、今の自分たちの状態よりもさらに上を目指
そうと、全社員が仕事に取り組んでいます。
　ベトナムで起業するメリット・デメリットを考えると、
ベトナムはまだブルー・オーシャンです。誰もやったこと
がない市場があり、チャンスがたくさん見つかると思いま
す。また、多くの出会いがあります。先ほど、天皇皇后両
陛下にお目にかかったお話をしましたが、日本ではお話を
する機会がない政治家の方とお会いしたり、私はお茶を
やっていますが、裏千家の大宗匠といった雲上人とお話を
するなど、海外だからこそできたことだと思います。
　さらに、9000万人という成長を続ける巨大なマーケット
があり、そこで起業するメリットは大きいと思います。
　ただし、デメリットもあります。起業するに当たって、
どういったビジネスパートナーと手を組むかは、大きな鍵
になるでしょう。また、商習慣も日本と異なり、ルールが
まだまだ未整備な部分や不透明な部分もあります。
　ビザの問題もあります。ベトナムで働くには労働許可証
が必要であり、いくら好きなことをやりたい、自分らし
く、楽しくと思っても、ビザを発給してもらわないことに
は始まりません。
　本日は学生さんがたくさんいらっしゃるので、ぜひお話
ししたいことがあります。「やりたいことを、自分らし
く」とずっと言ってきましたが、それができる環境を見つ
けたり、自分で作ることが非常に大事です。私の場合は、
自分が一歩踏み出して写真を撮りに来たこともそうだし、
海外で働いてみようと思ったこともそうでした。それが日
本ではなくベトナムにあったわけです。
　また、いままでの経験からも、チャンスは人が運んでき
てくるものだと思います。友人だったり知り合いだったり
上司だったり、自分が困っているときや悩んでいるときに
アドバイスしてくれる人がいます。その言葉を聞いてピン
ときたなら、それがチャンスだということです。それを、
学生の皆さんもぜひつかんでいただきたいと思います。
　道は一つとは限りません。日本でガイドブックの仕事を
したい。でも出版社には入れなかった。違うマスコミの方
向へ行ってしまったけれど、ベトナムに来て写真を撮っ
て、会社に入って旅行をして、そうしているうちに自分が
元々やりたかったことがやれるチャンスが巡ってきたとい
う実体験があるので、皆さんがいまベトナムに来ているこ
とも一つの経験だし、考え方を変えるチャンスだと思いま
す。日本という枠にとらわれずにできることはあるはずで
す。
　私は起業したくて起業したわけではなく、周囲の状況か
ら起業せざるを得なかったという経緯があります。しか
し、それはその時々のチャンスなのです。やりたいと思っ
たことを自分らしくやると決めて、起業したりいろいろな
事業に取り組んでいます。自分のやりたいことが日本で見
つからないのだったら、海外でもいいのではないか。本日
の私の話から、何か一つでもメッセージを持ち帰っていた
だけたらいいと思います。ありがとうございました。
質疑応答
Ａ：　ベトナム語は、いつ習ったのですか。
勝：　ベトナムに来る前に勉強していましたが、「１、
２、３」すら言えないような状態でした。ホームステ
イをして、例えば電話を取ったら「アロ」、食事をし
ていて飲み物を頼むときは「チャダー」といったよう
に、生活する中で徐々に覚えていきました。ですか
ら、ベトナム語の読み書きは得意ではありませんが、
聞いたら分かります。「ADVENTURE JAPAN」の編
集では、日本語の原稿を見ながら、スタッフにベトナ
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ム語の記事を音読してもらい、両方を比較しながら
チェックしています。
 　カンバセーションは読み書きが大事なのではなく、
耳で聞き、口で発する言葉が非常に大切だと思いま
す。特に、ベトナム語は６声調あるので聞いて覚える
しかありません。
Ｂ：　私は大学２年生で、あと２年間ありますが、自分の
やりたいことがまだ見つかりません。どうしたら、ど
こへ行ったらいいでしょうか。
勝：　私は一人旅をしました。ベトナムで絵本を出すなん
て、想像すらしていなかったけれど、いろいろな経験
をして刺激を受ける中で、何かがやって来るのです。
不思議なことに。
 　旅をしたりいろいろな人と話す中で、ある言葉がピ
ンときて、それを大切にして少しずつやっていたら、
自分のやりたいことが見つかって、いまの自分がある
と思います。人の話を聞いたり経験を重ねることが、
やりたいことを見つけるポイントではないでしょう
か。
Ｃ：　女性が「やりたいことをやる」のは簡単ではないと
思いますが、仕事と家庭のバランスを取るにはどうし
たらいいでしょうか。
勝：　それは、女性として悩みどころだと思います。ベト
ナムでは、女性がたくさん働いています。私の会社は
ほとんどが女性で、男性は２人だけです。ベトナムで
は、女性だからどうこうということは感じませんでし
た。日本のほうが、自分がやりたいことを主張しにく
いとか、家庭とのバランスとか、いろいろ感じるとこ
ろがありました。
 　ベトナムには、女性が働きやすい環境があると思い
ます。家庭に関しても、お手伝いさんを雇うことがで
きるので仕事に集中できる時間が増えます。私も結婚
していますが、夕食を外食にしたり、家の掃除はお手
伝いさんに任せたり。日本ではおそらく難しいこと
が、ベトナムならできる場合もあるので、私にはこの
環境が一番良かったんだといまは思っています。です
から、日本ならどうしたらいいかはあまり言えません
が、そこはバランスを取るしかないでしょうね。
 　私は商工会の役員もさせていただいていますが、そ
こはやはり男社会で、女性は一人しかいません。発言
してよいものかと迷っていたら、逆に、もっといろい
ろと発言したらよいとアドバイスされたほどです。海
外にいると、あまり男だから女だからということは関
係がないというか、それぞれがちゃんと自立していれ
ば認めてもらえるような気がします。だから、海外で
活躍するという道もあると思います。実際に、ベトナ
ムに来て現地採用で活躍している女性がぐっと増えて
います。妻が駐在員としてベトナムに来ることになっ
たので、夫が会社を辞めて一緒に来たというパターン
も最近増えています。世の中、変わったと思います
ね。女性だから、男性だからという垣根は、特に海外
に関しては本当にないので、日本を飛び出すという方
法もあるのではないかと思います。
